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平成29年度公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

いこいの家得雲荘

株式会社　関越サービス 平成27年4月1日 平成30年3月31日

西蒲区　健康福祉課

新潟市西蒲区仁箇２７３０番地１

老人福祉法　第５条の３，第１５条第５項，第２０条の７

新潟市老人福祉センター条例，同施行規則

施 設 概 要

◇敷地面積　　1,812.37　㎡　　◇建築面積　　446.61　㎡　　◇延床面積　　456.52　㎡　（本
棟446.61㎡、自転車小屋9.91㎡）
◇構造：木造平屋建
◇設置年月　　平成11年4月
◇施設内容
　事務室,　倉庫，湯沸室，浴室・脱衣場（男女各1），機械室，トイレ（男女各1，障がい者用
1），談話室，和室（10畳×4），大広間（50畳×1）

施 設 設 置 目 的

高齢者に対して，各種の相談に応ずるとともに，高齢者の健康の増進，教養の向上及びレクリエーションのため
の便宜の供与を目的として，新潟市老人福祉センターいこいの得雲荘を設置する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

（１）関係法令，条例，規則等を遵守，施設の設置目的に沿った適正な管理を行う。
【重点課題】
・関係法令，条例，規則及び業務仕様書に定める事項の遵守
・施設の設置目的にふさわしく，かつ明確な運営
（２）利用者が安心して利用できる体制の整備，また平等な利用を確保する。
【重点課題】
・利用者の安全確保（通常時・災害時とも）のための対策
・事故発生時に適切な対応ができる体制の整備
（３）利用者が快適に施設を使用できるよう，施設，設備，備品の維持管理を適正に行う。
【重点課題】
･施設の建物・設備・備品について良好な状態を保つ方策
（４）利用者の意見，要望等を適切に施設の管理に反映し，サービスの向上に努める。
【重点課題】
・施設利用者へのサービス向上を実現するための具体的な計画
・利用促進のために有効的なＰＲ方法の提案
（５）常に効果的かつ効率的な管理に努め，経費の節減を図る。
【重点課題】
・管理運営経費の縮減が図られる管理計画
・収支計画の妥当性
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評価項目 評価指標 実績 評価コメント
※

市 民

入場者数（年） １４，０００人以上 １１，３７６人 昨年度より減少

個室利用件数（年） １２７件以上 194件
目標件数を大幅
に達成

利用者満足度
利用者アンケートでの満足度
７０％以上

アンケート２件。満足が
無く、普通が７５％でし
た。

光熱水費・委託料等の削減

苦情・要望に対する対応

苦情・要望に対する５営業日以
内の回答及び区への当日内の
報告

苦情、要望が発生
した場合には、速
やかに区へ報告し
対応しました。

設置目的に合致したサービス
提供

年間３回以上実施
毎週の土日のカラオケを
入れると年間９９回実
施。

積極的に実施して
いる。

年間２回以上実施

財 務

利用者１人あたりの運営経費 ４３０円以下 ６５９円
利用人数の減少
による。

使用料収入額（年） ４００，０００円以上 ３７９，６５０円 昨年度より減少

電気・ガス代等経費の削減努
力

必要以外の電
気消灯

業 務

事業計画・事業報告の適切さ
内容の適切，定められた期日
までの報告

期日までに提
出

防災・避難訓練実施回数

職員研修年２回以上の実施 年間２回の研修とミーティ
ングの実施。

労働基準の充足
労働基準法，労働安全衛生法
その他の労働基準に関係する
法令の遵守

年２回実施

事件・事故発生時の対応の
適切さ

事件・事故発生時の速やかな
処置及び報告

事件・事故発生時には速
やかに報告、報告書作
成。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

・施設を常に清潔に保ち、衛生管理において徹底されている。
・イベント等も積極的に実施し、高齢者の健康増進に寄与している。
・利用人数の増加に向けて、今後のＰＲ方法に期待したい。
・指定管理者として優良と評価でき、今後も適正な管理運営に努めてほしい。

各法令を遵守

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

施設の利用者の入場者数を増やすため、利用促進事業を年間９９回（土日のカラオケタイム含む）を実施致しました。今年
度は、例年にない事業として丸山先生のウォーキング講座を８月９日（水）に実施致しました。参加者は、１５名でした。（台
風が接近していて参加者が増えませんでした。）参加者は、戸惑いながらも丸山先生の指導に従い、楽しそうに体を動かし
ていました。入場者数評価指標１４，０００人以上に対して、１１，３７６人で－２，６２４人でした。ご利用者の高齢化が進んで
おり、厳しい状況が続きますが、利用促進事業を実施して入場者数を増やしていきたい。

人 材

配置人員の業務理解度と能
力習得度の向上

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ
ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな
ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


